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社会福祉法人 長泉町社会福祉協議会

HP Facebook Instagram LINE YouTube

社会福祉協議会では次の相談に応じていますのでご利用ください。〈月～金曜日（祝日は除く）８：15～17：00〉
TEL.055-988-3920（代表）
TEL.055-988-3920（代表）
TEL.055-987-7680

●ボランティア相談／地域福祉について
●生活福祉資金貸付制度／住民確保給付金
●生活困窮相談（自立相談支援事業・家計相談支援事業）／福祉総合相談

社会福祉法人 長泉町社会福祉協議会
TEL.055-988-3920 FAX.055-986-3794
https://www.nagaizumi-shakyo.jp　　　bureau@nagaizumi-shakyo.jp

長泉町下土狩967-2 福祉会館内

社協だより
2026
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情報コーナー

ちょっときいてみたい法律相談、ありませんか？
　・これって法律の問題？
　・誰に相談すればいいのかわからない
　・今すぐじゃないけど、将来が不安
そんな時のための、弁護士による無料相談会です。専門
用語は使わず、分かりやすくお話しします。相談内容が
まとまっていなくても大丈夫。「話してみる」ことから始
めてみませんか？
※相談は無料です。 ※秘密は守られます。
【日　時】 奇数月火曜日 13：30～15：30
令和８年 9月1日（火）、11月10 日（火）
令和９年1月19日（火）、3月2日（火）
【場　所】 長泉町福祉会館 ３階相談室
【予　約】 相談予約は、開催月前月の１日（土日祝は除く）
から電話で受け付けます。（９：00～12：00、13：00～16：00） 
※完全予約制：１枠30 分 最大４枠

一人で悩んでいませんか？ 権利擁護相談会

●物品寄付（清拭布、使用済切手、食品他）
シニアクラブ竹原、溝口伊佐雄、富士伊豆農業協同組合なんすん
地区本部、木村紀子、（株）平和リサイクル、エンゼル西区、
横手きみ江、大沼みち子、名取きよみ、高梨栄子、その他匿名４人
（敬称略）
●寄付金・寄贈品
稲井史代、松本義満、佐藤義則、鈴木正典、長泉北中学校、
名取きよみ、和田千栄子、（株）セブンｰイレブン・ジャパン、
その他匿名４人（敬称略）

やさしい心ありがとう

フードドライブとは、家庭等に眠っている食品を集めて
フードバンクに寄付する食品寄付運動です。寄付していた
だいた食品は、行政や社会福祉協議会、支援団体を通じて
食べるものがなくて困っている方々にお渡しします。
【募集期間】 8月3日（月）～ 8月３１日（月）
　　　　　 ８：15 ～17：15（土日祝は除く）

【希望商品】 賞味期限が令和８年11月以降で、未開封かつ、
パッケージが破損していない以下の食品。穀類（米、麺、
小麦粉）、保存食品（缶詰、瓶詰）、インスタント食品、
調味料、ふりかけ、のり等常温で保存がきくもの、 ベビー
フード、ミルク、飲料（ジュース、お茶、コーヒー等）
※缶詰や非常食など調理の手間がいらない食品が
　不足気味です。
※アルコール飲料や栄養剤などは受付けできません。

【収集場所】 福祉会館3階 長泉町社会福祉協議会事務局
【実施主体】 NPO法人フードバンクふじのくに

フードドライブにご協力ください

福祉会館において、将棋大会が２月６日、囲碁大会が２
月13日に開催されました。将棋大会は 35回目、囲碁大
会は 36 回目と歴史のある大会で、参加者の熱き勝負が
毎年繰り広げられています。主な結果は次のとおりです。

優　勝　鈴木　隆雄
準優勝　大場　康正
第３位　宮川　征一

※福祉会館シニア将棋サークルと囲碁サークルは新たな
　会員を募集しています。お気軽にお声掛けください。　

福祉会館シニア将棋・囲碁大会の報告

笑顔あふれる交流の場として「いずみん
マルシェ」を開催します。演奏会や地域で
活動しているお店の出店もあります。地域の魅力を再発
見できる一日！皆さんのご来場お待ちしています。

【日　時】 ７月24日（金） 10：30～14：30
【場　所】 長泉町在宅福祉総合センター いずみの郷
【問合せ】 いずみの郷
　　　　 TEL.055-988-6688

地域をつなぐ
「いずみんマルシェ」開催

将棋大会
【Ａブロック】
優　勝　佐藤　悦郎
準優勝　小早川　誠
第３位　安達　幸男
【Ｂブロック】
優　勝　宇津木徳雄
準優勝　渡辺　善之
第３位　飯田　敏夫

囲碁大会

ご厚志に深く感謝申し上げます。（1/20 ～ 5/31）
“自分にもできるかも”から始まる市民後見
　２市２町（長泉町・沼津市・裾野市・清水町）市民後見人養成講座を受講し、約半年をかけて法律・福祉・権利
擁護などの基礎知識を学びました。翌年４月から晴れて日常生活自立支援事業、法人後見事業の支援員として
任務をスタートし、現在は月に２回から６回のペースで、利用者の相談を受けながら活動を進めています。
　また、毎月１回開かれる市民後見人連絡会では、社会福祉協議会の職員も一緒に活動する仲間とケース検討や
情報共有を行い、日々学びながら前進しています。
　毎回ハプニングの連続ですが、しっかり準備し課題を達成した喜びは、また格別でいくつになっても自身の成長の
糧となります。
　この先、成年後見制度の改正が予定されています。新たな制度を学びながら支援者の心情に寄り添い対話し、
向上心を持って皆が幸せになるよう支援していきます。

市民後見人名簿登録者の皆さん市民後見人名簿登録者の皆さん



②市民後見人養成講座
10/2（金）・9（金）・23（金）・30（金）・11/6（金）
12/4（金）・11（金）・1/8（金）・22（金）

※全日程の参加が
　条件です。

判断能力が不十分な方を支える市民後見人をご存知ですか？

安心して暮らせる地域づくり市民後見人養成講座を受講してみませんか
～地域での生活を支える社会貢献活動～

CASE.1 CASE.2 CASE.3

市民後見人を活用した取組例のイメージ 図：厚生労働省ホームページ参照

❹推薦  候補者の推薦

❻支援  専門職による相談等の支援

❸登録
　研修終了者の
　名簿送付

❷研修
　市民後見人養成
　研修の実施

❶委託

後
見
等
　
業
務

市民後見人 認知症
高齢者など

❺市民後見人の
　選任

※実施機関が③登録、④推薦を行うこともありうる。

市町村

家庭裁判所 実施機関

認知症を患っている一人暮らしの
Aさん。最近、お金の管理が難し
いようで、介護サービスの利用の
相談もできなくなってきている。

市民後見人とは
地域住民の立場で、対象者の意思を
尊重し寄り添う支援者です。養成講
座で知識を学び、後見実施関係機関
と連携し活動します。住民の力で暮ら
しを支える、成年後見制度の新たな
担い手です。

一人暮らしのBさん。以前からお世話に
なっている知人が好意でお金の管理をし
てくれていたが、本人の認知症が進み知
人とのトラブルが増えてきた。知人は今
後の金銭管理に不安を覚え、
誰かに頼みたいと思っている。

知的障がいのある息子さんと二人
暮らしだったCさん。自分に何か
あった時、息子はどうなるのか不
安になっている。誰か支援してく
れる人はいないだろうか？

日時

お
問
合
せ

９：30～16：00頃（日程によって変動します）
会場 清水町福祉センター

対象 長泉町・沼津市・裾野市・清水町在住の
25歳以上の方

8/10（月）

清水町社会福祉協議会

「市民後見人養成講座 啓発講演会」③啓発講演も開催します

日時 13：00～14：00 会場 清水町福祉センター ２階
多目的ホール

［所 在 地］〒411-0903　駿東郡清水町堂庭 221-1
［メ ー ル］fukushi@shimizu-syakyo.jp
［電話番号］055-981-1665

①事前説明会
8/28（金）・9/4（金）

※どちらか１日にご参加
　ください。

日時 13：30～15：00
会場 清水町福祉センター
長泉町・沼津市・裾野市・清水町の２市２町合同で、「市民
後見人養成講座」を開催します。講座の開催にあたり、成年
後見制度の概要や市民後見人の活動、養成講座のカリキュラ
ムなどについての説明会を開催します。

※養成講座受講にあたっては、事前説明会への
　参加が要件の一つとなります。

第
１
部

「はじめて学ぶ成年後見制度」
～自分と大切な人の未来を支える仕組み～

「相続や預貯金の管理、どうすれば？」
自分らしく安心して暮らすための制度の
活用法や仕組みを専門家が解説します。

第
２
部

「寄り添い、共に歩む。」
～地域住民の目線で考える権利擁護～

一歩踏み出した養成講座の修了生が登壇。
活動のやりがいや等身大の想いを、
対談形式で分かりやすくお届けします。

　長泉町地域福祉活動計画を基本とした事業計画に基づき「いきいきとした暮らしを支える 優しい
ながいずみ」の実現を目指し、区長、地域住民、民生委員・児童委員、団体、企業、関係機関等と連携し、使命で
ある地域福祉向上のため、社会福祉法人として組織の充実や健全な事業経営に努めます。
　また、令和８年度は第６次長泉町地域福祉活動計画の最終年度となることから、今までの事業を振り返ると
ともに昨年３月に改正された社会福祉協議会基本要項に沿った取り組みを、第７次地域福祉活動計画につな
げる１年にします。

あなたの近くにいませんか？

令和８年度 長泉町社会福祉協議会 事業計画・当初予算

当 初 予 算 内 訳収入 414,878千円414,878千円 支 出

人件費支出
230,099千円

予備費支出
45,059千円

積立資産支出
20,000千円

その他の支出 35 千円

事業費支出
88,572千円

事務費支出
18,074千円

貸付事業支出
300千円

助成金支出
8,094千円

負担金支出
245千円

固定資産取得支出
4,400千円

会費収入 3,920千円

寄付金収入 1,202千円
経常経費補助金収入 
56,797千円

受託金収入
71,838千円

事業収入
4,001千円

介護保険事業収入
84,349千円

老人福祉事業収入
54,908千円

その他の収入 485千円

基金積立資産取崩収入
9,000千円

積立資産取崩収入
21,000千円

前年度繰越金 72,401千円

障害福祉サービス等事業収入
33,053千円

受取利息配当金収入
1,623千円

貸付事業収入
301千円

認知症や知的障がい・精神障がいなどにより困難や不安を抱える方たちが
地域で安心して暮らすためにサポートする人を

家庭裁判所から選任してもらう『成年後見制度』があります

最近では、

期待が高まっています。

「市民後見人」に対する

※２市２町共同開催で今年度は清水町が当番となります。


